








































































































































































































発行され，掲載庭数も 69 件（2019 年 3 月現在）































年 4～5 月にそれぞれ 3 日程度，統一公開日が設
けられている。特徴的なのは公開件数の多さで，











































































































































































































































































深谷 高 高 地縁＞趣味縁
大磯 低 低 －




















（ 2 ） 同 web サ イ ト　http://www.city.fukaya.saita-
ma.jp/fukayahanaweb/koso.html （2019.11.27）
（ 3 ） 『Fukaya Open Garden Book 2019』p. 3




t o u k e i / t o u k e i _ j y o u h o u / t o u k e i _
oiso/1553493886078.html （2019.11.27）
（ 5 ） 明治 150 年ポータルサイト
 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/por-
tal/ （2019.11.27）
（ 6 ） 大磯オープンガーデン公式サイト 2019
 https://open-garden-oiso.wixsite.com/home 
（2019.11.27）
（ 7 ） 東京都小平市公式ホームページ　平成 30 年 1
月 1 日現在のデータ
 ht tps : / /www.c i ty . koda i r a . t okyo . j p/ku -
rashi/000/000535.html （2019.11.27）
（ 8 ） 小平市役所ホームページ
 ht tps : / /www.c i ty . koda i r a . t okyo . j p/ku -
rashi/001/001140.html （2019.11.27）
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